
AIによる世界最高精度の不正会計検知モデル開発

採択年度：2024年度

プロジェクトの概要

ビジネスモデル（申請時）

課題名

・融資判断における貸し倒れリスクを最小化したい銀行や，企業の財務諸表の適切性を素早く・的
確にチェックしたい監査法人を対象顧客とする。

・企業の不正会計を検知するための高精度AIモデルを開発し，銀行・
監査法人・個人投資家など，本AIを必要とする顧客に提供する。
・特許申請中の方法を利用することで，右図のように実際の不正事例
を高い精度で検知可能な方法を開発中である。本プロジェクトでは実
務家が利用しやすい方法は何かを考え，研究開発に活かす。

（2024年5月時点）

研究代表者：筑波大学ビジネスサイエンス系 教授 尾崎幸謙

活動計画（申請時）

・研究開発
解釈可能AIにより不正理由を明確化する。
海外企業データへの適用も行う。
AIを実行可能なソフトウェア開発を行う。
・ビジネス
銀行や監査法人等とミーテイングを行い，目指すAI
やソフトウェアを明確化し，実用化を目指す。

START 大学・エコシステム推進型 大学推進型

開発中のソフトウェア
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